
  
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表  

 

法人名 
社会福祉法人 

長岡福祉協会 
代表者 

 

田宮 崇 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「自分や家族・友人が利用したいと思うサービスを提供」を法人理念とし、その

人が築き上げてきた暮らしを支える個別支援を行います。 

住み慣れた地域、自宅で最後まで安心した生活が送れるよう、「通い」「宿泊」

「訪問」を組み合わせひとりひとりに合わせたサービス調整を行うほか、その

時々の希望・体調・生活状況などに考慮した、個別ニーズに合わせ地域の中で柔

軟性のある日常生活の支援を提供します。 

 

事業所名 
小規模多機能型 

居宅介護深沢 
管理者 

 

松田 悠一 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 2 人 人 人 1 人 人 3 人 人 8 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

・事業所自己評価の項目毎に担

当を決め、毎月のミーティン

グで進捗状況を確認してい

く。今年度「できていない」の

評価が多かったご利用者の理

解に力を入れて取り組む。 

・事業所自己評価において、特にご利

用者の地域での暮らし方、以前の暮

らし方を踏まえた支援が足りなかっ

た意見が多かった。アセスメントか

ら日々のケアの中での情報収集に力

入れていく必要がある。 

・事業所自己評価の各項目に対して、

職員間での共有ができていない項目

があった。 

・事業所自己評価の改善策をより

具体的にして短い期間で評価で

きると良い。 

・「臨む」「意識する」などの抽象的

な表現はせず、成果が見える改

善計画を立てるとよいと思う。 

・自分たちの事業所としてどこ

がゴール地点なのかをしっか

り考えながらの評価が必要。 

①ご利用者の以前の暮らしを

聞き取れるアセスメントシ

ートを作成する。 

②面談や日々の支援から地域

との関係について聞いた情

報を職員間で共有する。 

 

①暮らしの経過を記載できる、 

 情報収集シート作成。 
 ※管理者および担当職員 

②職員（支援者）で、生活歴や

望まれる生活を共有。 

（日々支援から情報を上乗せ） 
 ※全職員：毎月ミーティングにて 

再共有 

 

 

 

 

 



Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・ご利用者に季節を感じる装飾

や居心地の良い空間を聴きな

がら一緒にしつらえについて

検討していく。 

・玄関においては下駄箱のシール跡の

除去、靴置き場スリッパの整理を行

った。 
・ＤＳと協力し、使用していない下駄箱の

撤去、事業所入口の装飾、飾りつけを季節

ごとに行った。 

・ご利用者とともにお花を生けたり飾り作

りを行った。 

・靴の置き場など前回の意見を活か

して改善していて対応が早い。 

・ご利用者が自宅から花を持ってこ

られ、テーブルや入口を飾って下

さる。自宅でできなくても事業所

で花を育てているのを続けていた

だければと思う。 

・事業所の場所が利用する方でない

と奥まっていてわかりにくいこと

はあるが、誰でも入りやすくなっ

ているのも防犯上危険な気がす

る。 

・しつらえだけ意識すると災害時に

避難の妨げにならないようにだけ

気をつける必要がある。 

①外部の方の意見を取り入れ

DSと協力しながら、玄関や

事業所入口の環境整備を行

っていく。 

②ご利用者の取り組みを活か

し季節間ある環境を作る。 

 

①利用者、家族（関係者）、運 

営推進会議などから、心地 

良い環境作りについて意見 

を確認。 

※防犯、災害対策に留意 

②季節感を感じられるしつら 

えを、利用者の活動の一環 

とし共に考え実行する。 

 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・深沢ブロックやサポートセン

ターで行う地域への啓発活動

と通じて地域との関係を築い

ていく。 

・コミュニティセンターや地域

の行事に、ご利用者と一緒に

参加を継続することで地域と

の関係を築いていく。 

 

・コミュニティセンターの行事や展示

会にご利用者と参加する機会を頂い

た。 

・地域の活動の中で出来る事をコミ

ュニティセンターや町内会に発信

し、介護教室等を開催することは出

来なかった。 

・広報誌を活用して困り事があった時

に介護相談などが気軽にできるよ

うに職員や普段の活動、介護相談が

できるなどの情報を地域に発信し

ても良いのではないか。 

・他事業所では作品展や地域の方の作

品を飾り、足を運んでもらう機会を

作っている。 

①事業所の活動状況、介護相談

ができる場所として認知で

きる広報誌を作成。年２回広

報誌を発行する。 

②コミセンのサークル活動の

作品を事業所に展示できる

よう広報誌で発信し、地域の

方が事業所に足を運ぶ機会

を作る。 

 

①事業所の役割、介護相談がで

きる場所として認知される

広報誌の作成と回覧。 

（地域へは回覧板、コミセン等

への配布） 

 ※まずは、上半期、下半期の 

  計２回発行。 

②地域サークルの事業所内作

品展示。地域の方が事業所に

足を運ぶきっかけを作る。 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取り組み 

・ご利用者の以前の生活を知る

ことで地域の行きつけの店や

馴染みの風景を見つけ出向く

機会を作る。 

 

・一人暮らしのご利用者の近所の方

は、訪問、送迎時に話す機会はあっ

たが関係性の構築までは出来なかっ

た。 

・地域への外出を計画し、ご利用者

の馴染みのある場所や興味のあり

そうな場所に出向くことは出来

た。 

・事業所に来たからといって絶対に外

出しないといけないということで

はなく、ニーズにしっかり応えてい

くことが大切。 

・職員がかかわっていない時間の本人

を知り、インフォーマルサービスを

知ることが大切。 

・相談されないと関われないケースも

多く、相談されやすい環境を作って

いくところから始めればよいので

はないか。 

①アセスメントシートや日々の

関りから以前の暮らしや馴染

みの場所や友人関係を聞き取

り、ケアプランに反映させ

る。 

②ご利用者個々の希望に合わせ

て地域との関りが持てるよ

う、外出行事の計画、実施。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取り組 

み 

・運営推進会議に複数の職員が

参加できるように調整してい

く。 

・事例検討を行うことで地域の

方から意見をいただき、地域

の困り事や意見を吸い上げる

機会を作る。 

 

・地域の取り組みや、事業所の支援事 

など、意見交換ができた。 

また、管理者や介護支援専門員以外

の職員も参加することが出来た。頂

いた意見等は事業所内で回覧し職員

間で情報の共有を図った。 

・事故の報告等でも職員だけだと良い

意見がでない場合もある。様々な事

例があると思うので相談し検討で

きると良い。 

・職員が直接参加できなくても資料を

見てもらい、確認してもらいたいこ

とを事前に確認し会議で検討。「職

員からの質問」を議事録に残す。資

料と議事録を職員が見て職員が何

を感じているかを確認した方が良

い。 

 

①会議前に職員に資料を配布。

会議で意見やアドバイスを

もらいたいことについて検

討する。 

②運営推進会議の際にサービ

ス評価総括表の取り組みに

ついて報告し意見をもらい

職員と共有。 

 

 

 

 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・災害発生時のフローチャート

を作成し職員 1 人ひとりが行

動できるように周知、訓練を

行う。 

・地域の方に防災訓練の様子を

運営推進会議時に見学いただ

く。 

 

・地域の防災訓練に参加することは出

来なかったが、運営推進会議で地域

の防災の仕組み等を教えて頂き、職

員間で共有することが出来た。 

・水消火器を使用しての訓練等をご

利用者と一緒に行うことは出来な

かった。 

・いつ災害が起こるかわからず、入浴

介助中に災害が起こる場合もある。 

その時の対応も検討し準備してお

くことが必要。 

・地域の防災会議の参加は難しいと思

うが、避難訓練の見学などはできる

のではないか。 

 

①地震や火災だけでなく、日々

の様々な場面（火災、地震の

動きの確認や備蓄品、物品の

確認など）を想定した机上訓

練を実施。 

②事業所の防災訓練を見学い

ただく。 


